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する硫酸根及び硫酸根が還元されて生じる硫化物の阻害作用を確認 し, 原廃水中 に SO42~として 3500
ppm 以上が存在すると連続メタン発酵処理に著しい阻害を起こし,また可溶性硫化物濃度がSとして100
































例えば可溶性硫化物がSとして 100ppm 以上存在すれば, メタン発酵の酸生成過程は余 り影響されない
がガス生成過程は著しく阻害されることを明らかにした｡
(2) メタン発酵槽における撹拝の処理効率に及ぼす効果を調べて,撹拝の有効性が発酵液中に蓄積する
反応生成物,特に硫化水素を除去し,その阻害作用を軽減することにあることを証明した｡
(3) 中温及び高温メタン発酵における発酵液中の消化スラッジ濃度と処理能力との関係を検討し,スラ
ッジ濃度の増加に伴って処理能力が著しく増加することを示し,次の関係式を与えた｡
中温発酵 し-1.5SO･41
高温発酵 L-3.8SO･41
L:有機物最高処理量 (g/jZ/冒)
S:スラッジ濃度 (1500×g/10分間の遠沈時の vO1潔)
この結果に基づき,発酵槽内のスラッジ濃度を高く保つためのスラッジ返送方式を開発し,発酵処理能
力を従来法の2-3倍に向上せしめることに成功した｡
(4) メタン発酵処理を各種の生化学工業,羊毛及びパルプ工業などの排水に適用するための詳細な基礎
研究を行なって,種々の有機物質ならびに無頼物質のメタン発酵にたいする阻害作用を調べ,これら阻害
物質の許容濃度を決定した｡スラッジ返送方式による種々の有機工業廃水処理を実用化し,また従来メタ
ン発酵処理の対象とされていなかった有機物濃度 300｡ppm 程度の希薄廃水の処理に成功をおさめた｡
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以上を要約するに,本論文は各種有機工業廃水をメタン発酵法で処理するための詳細な基礎的及び実用
的研究をまとめ,特に新しくスラッジ返送方式の開発を行ない成果をおさめたものであり,学問上ならび
に実際上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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